
審査意見への対応を記載した書類（６月） 

 

（目次） 看護学研究科 看護学専攻（M） 

  １．公表する情報として挙げられている項目に、学校教育法施行規則第百七十二条の 

二第三項に規定されている学位論文に係る評価に当たっての基準についての情報が 

ないことから、適切に公表すること。（是正事項）・・・・・・・・・・・・・・２ 

 

２．以下の点を踏まえて、本研究科における学生確保の見通しについて、客観的な根

拠を明らかにした上で、長期的かつ安定的に学生確保の見通しがあることを改めて

明確に説明すること。（是正事項）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

（１）本研究科の前身となる兵庫医療大学大学院看護学研究科の定員充足状況に加え

て、兵庫医療大学看護学部の卒業生が「大学院に進学して修士号を取得すること

を志すケースが増えてきている」ことをもって学生確保の見通しを説明している

が、前者について直近の５年間はいずれも定員を充足しておらず、後者について

もそれを示す客観的な根拠が明示されていない。 

（２）本研究科に対する入学意向に係るアンケート調査の結果をもって学生確保の見

通しを説明しているが、具体的な進学時期が不明確であり、長期的かつ安定的に

学生確保の見通しがあるとは判断できない。 
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（是正事項）看護学研究科 看護学専攻（M） 

１．公表する情報として挙げられている項目に、学校教育法施行規則第百七十二条の

二第三項に規定されている学位論文に係る評価に当たっての基準についての情報が

ないことから、適切に公表すること。 

 

（対応） 

  学校教育法施行規則第百七十二条の二第三項に規定されている学位論文に係る評価に

当たっての基準については、２０１９年１１月６日より大学ホームページに掲載してお

り、公表されている。 

  よって、設置の趣旨等を記載した書類（資料）の資料２２に掲載 URLを追記する。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（資料） 資料２２（１４０ページ） 

新 旧 

（省略） 

［第９号関係］《大学が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係
る支援に関すること。》 

掲載内
容 

掲載場
所 

URL 

進路選
択支援
体制 

ホーム 

> 大学
案 内 > 

情報の
公表 > 
修学上
の情報 

https://www.huhs.ac.jp/career/ 

学生保
健管理
体制 

ホーム 
> 大学
案 内 > 

情報の
公表 > 

修学上
の情報 

https://www.huhs.ac.jp/campuslife/health-
facilities/ 

修学実
態調査 

ホーム 

> 大学
案 内 > 
情報の
公表 > 

修学上
の情報 

https://www.huhs.ac.jp/about/ 
publish/stateofstudy 

「高等
教育の
修学支
援新制
度」に
係る機
関要件
確認申
請書 
 

ホーム 

> 大学
案 内 > 

情報の
公表 > 
修学上
の情報 

https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-content/ 
uploads/2019/09/Scholastic-Support.pdf 

兵庫医
療大学

ホーム 
> 大学

https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-content/ 
uploads/2019/12/support_guidelines.pdf 

（省略） 

［第９号関係］《大学が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係
る支援に関すること。》 

掲載内
容 

掲載場
所 

URL 

進路選
択支援
体制 

ホーム 

> 大学
案 内 > 

情報の
公表  > 
修学上
の情報 

https://www.huhs.ac.jp/career/ 

学生保
健管理
体制 

ホーム 
> 大学
案 内 > 

情報の
公表  > 

修学上
の情報 

https://www.huhs.ac.jp/campuslife/health-
facilities/ 

修学実
態調査 

ホーム 

> 大学
案 内 > 
情報の
公表  > 

修学上
の情報 

https://www.huhs.ac.jp/about/ 
publish/stateofstudy 

「高等
教育の
修学支
援新制
度」に
係る機
関要件
確認申
請書 
 

ホーム 

> 大学
案 内 > 

情報の
公表  > 
修学上
の情報 

https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-content/ 
uploads/2019/09/Scholastic-Support.pdf 

兵庫医
療大学

ホーム 
> 大学

https://www.huhs.ac.jp/cms/wp-content/ 
uploads/2019/12/support_guidelines.pdf 
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におけ
る障が
い学生
支援に
関する
ガイド
ライン 

案 内 > 

情報の
公表 > 

修学上
の情報 

グロー
バル教
育への
取り組
み 

ホーム 
> 大学
案 内 > 

情報の
公表 > 

修学上
の情報 

https://www.huhs.ac.jp/career/global/ 

［第３項関係］《大学院設置基準第十四条の二第二項に規定する学位論文
に係る評価に当たっての基準についての情報》 
掲載
内容 

掲載
場所 

ＵＲＬ 

大学
院論
文審
査基
準
（大
学院
研究
科） 

ホー
ム 
> 
大学
案内 
> 
情報
の公
表 
>  
大学
院論
文審
査基
準
（大
学院
研究
科） 

https://www.huhs.ac.jp/about/publish/ 
graduate_examination_criteria 

［その他の公開情報］ 

掲載内容 掲載場所 URL 

財務諸表 

ホーム  > 大
学案内 > 情
報の公表  > 

財務情報 

http://www.corp.hyo-
med.ac.jp/guide/ 
financial_statement/ 

（省略） 

におけ
る障が
い学生
支援に
関する
ガイド
ライン 

案 内 > 

情報の
公表  > 

修学上
の情報 

グロー
バル教
育への
取り組
み 

ホーム 
> 大学
案 内 > 

情報の
公表  > 

修学上
の情報 

https://www.huhs.ac.jp/career/global/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［その他の公開情報］ 

掲載内容 掲載場所 URL 

財務諸表 

ホーム  > 大
学案内 > 情
報の公表  > 
財務情報 

http://www.corp.hyo-
med.ac.jp/guide/ 
financial_statement/ 

（省略） 
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（是正事項）看護学研究科 看護学専攻（M） 

２．以下の点を踏まえて、本研究科における学生確保の見通しについて、客観的な根

拠を明らかにした上で、長期的かつ安定的に学生確保の見通しがあることを改めて

明確に説明すること。 

（１）本研究科の前身となる兵庫医療大学大学院看護学研究科の定員充足状況に加え

て、兵庫医療大学看護学部の卒業生が「大学院に進学して修士号を取得すること

を志すケースが増えてきている」ことをもって学生確保の見通しを説明している

が、前者について直近の５年間はいずれも定員を充足しておらず、後者について

もそれを示す客観的な根拠が明示されていない。 

（２）本研究科に対する入学意向に係るアンケート調査の結果をもって学生確保の見

通しを説明しているが、具体的な進学時期が不明確であり、長期的かつ安定的に

学生確保の見通しがあるとは判断できない。 

（対応） 

  前身となる兵庫医療大学大学院看護学研究科の定員充足状況については、審査意見に

あるとおり直近５年間は定員を充足していない。この状況を改善すべく、兵庫医科大学

大学院看護学研究科として更なる学生確保のために、オープンキャンパスの開催や個別

相談会の実施の他、学部卒業生・在学生・学校法人兵庫医科大学在職者・その他看護職

者それぞれ特色に合わせた広報活動等を展開することで、安定的な学生確保につなげて

いく。 

  また、兵庫医療大学看護学部の卒業生が「大学院に進学して修士号を取得することを

志すケースが増えてきている」ことについて、平成２８年度より兵庫医療大学看護学部

１～３期生の卒業生が兵庫医療大学大学院看護学研究科へ進学している実績、及び平成

２２年に実施した調査結果を踏まえ、兵庫医療大学看護学部第１期生の卒業から１０年

が経過した今、卒業生が臨床での経験を積みその後に大学院への進学を希望する時期に

達していると考えられることについて資料を用いて説明する。 

審査意見にある本研究科に対する入学意向に係るアンケート調査結果の入学時期に

ついては、兵庫医療大学大学院看護学研究科開設以降の進学者の入学状況からみて

も、一定の実務経験を経てからとなるが、上記取組の中でも学部卒業後の早い時期で

の進学者の確保に努める。 

この説明にあたり、「学生確保の見通し等を記載した書類」に追記を行い、参考資

料を追加する。 
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（新旧対照表）学生確保の見通し等を記載した書類（本文） 

頁 新 旧 

4～5 イ 既設の兵庫医療大学大学院の入学志願者状況 

現行の兵庫医療大学大学院の看護学研究科修士課程

は平成２３年４月に開設され、開設時からの志願者及

び入学者は以下の表のとおり推移している。 

下表のとおり、例年志願者数については一定数確保

している状況であり、今後はさらに志 

願者数を増やすとともに志願者の質を上げる取り組み

を行っていきたい。 

（表省略） 

現行の兵庫医療大学看護学部卒業生が令和２年度で

１，１３６名に上る。近年では、卒業生が、キャリア

アップや臨床での課題への取り組み、看護実践力の向

上等を目的として大学院に進学して修士を取得するこ

とを志すケースが増えてきている。現に、平成２８年

度より、兵庫医療大学看護学部１～３期生の卒業生が

４名本学大学院看護学研究科へ入学しており、これら

の学生については５～１０年の臨床経験を経て大学院

へ進学している。 

平成２２年４月に本学看護学部第１～４学年時の４

１８人の在学生を対象として実施した進路希望調査結

果（資料２）によれば、「何年か看護職としてキャリア

を積んでから大学院に進学したい」と回答した者は５

２人（１２．６％）であり、「今は決めら 

れないが将来大学院進学を検討したい」と回答した者

は１４５人（３５．２％）であった。将来も含め約５

０％の学部生が大学院進学を志向していることがわか

る。 

兵庫医療大学看護学部第１期生の卒業から１０年が

経過した今、特に第１期生から第５期生までの卒業生

が臨床での経験を積み、その後に大学院への進学を希

望する時期に達しており、その後も兵庫医療大学看護

学部の卒業生１，１３６名の大学院進学が継続的に期

待される。 

また、科目等履修生、あるいは職業実践力育成プロ

イ 既設の兵庫医療大学大学院の入学志願者状況 

現行の兵庫医療大学大学院の看護学研究科修士課程

は平成２３年４月に開設され、開設時から入学者は、

平成２３年度から平成２７年度は各８名、平成２８年

度は７名、平成２９年度は４名、平成３０年度は６

名、平成３１年度は５名、令和２年度は５名と推移し

ている。 

 

 

現行の兵庫医療大学看護学部卒業生が令和２年度で

１，１３６名に上る。近年では、卒業生が、キャリア

アップや臨床での課題への取り組み、看護実践力の向

上等を目的として大学院に進学して修士号を取得する

ことを志すケースが増えてきている。そこで、看護学

部の卒業生の大学院への進学が今後も継続的に見込め

ると予測できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、科目等履修生、あるいは職業実践力育成プロ
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グラム（ＢＰ）の受講修了生の大学院への進学も徐々

に認められており、平成２９年１名、平成３０年２

名、平成３１年２名、令和２年２名の実績がある。今

後もこのような入学志願者の増加を図っていきたい。 

【資料２ 平成２２年進路希望調査結果】 

 

グラム（ＢＰ）の受講修了生の大学院への進学も徐々

に認められており、平成２９年１名、平成３０年２

名、平成３１年２名、令和２年２名の実績がある。今

後もこのような入学志願者の増加を図っていきたい。 

5 ③ 学生納付金の設定の考え方 

学生納付金については、近隣の医療機関、学部卒業

者などの進学を想定し学生の経済的負担の軽減を鑑み

たうえで、近隣他大学の状況も踏まえ、入学金１０万

円、授業料４０万円、教育充実費１０万円とし、学費

合計を近隣大学院と比較して最下限値に設定し、経済

面での学生確保の優位性を実現した。近隣の私立４大

学院の入学金の平均は約２２万円、授業料は約５９．

５万円となっている（【資料５】参照）。 

学生の経済的支援のため、兵庫医療大学看護学研究

科修士課程は厚生労働省の教育訓練給付金講座に指定

されており、給付資格を得た者については上限１０万

円の給付金を受給できる。また、兵庫医療大学出身者

及び学校法人兵庫医科大学の教職員として通算５年以

上の勤務実績のある者については、入学金を免除する

制度を整備している。 

③ 学生納付金の設定の考え方 

学生納付金については、近隣の医療機関、学部卒業

者などの進学を想定し学生の経済的負担の軽減を鑑み

たうえで、近隣他大学の状況も踏まえ、入学金１０万

円、授業料４０万円、教育充実費１０万円とした。近

隣の私立４大学院の入学金の平均は約２２万円、授業

料は約５９．５万円となっている（【資料４】参照）。 

6～7 （２） 学生確保に向けた具体的な取組状況 

① 現行の取組内容と今後の広報活動 

現行の兵庫医療大学大学院看護学研究科では、大学院

案内パンフレットやホームページで研究科の特色や育

成する人材像等の情報を提示し学生募集の活動を実施

してきた。また、オープンキャンパス、教員による個

別相談会等においても同様に、研究科の特色や育成す

る人材像等の情報を提供するとともに、相談者の個別

の相談を受けることで、相談者の疑問や迷いを軽減し

受験行動につなげることができていた。これらの広報

活動は継続して実施する。なお、令和３年６月に実施

したオープンキャンパスでは過去最高の１４名の参加

があり、参加者へのアンケートでは１４名中７名がす

でに今年度の修士課程への出願を検討していると回答

（２） 学生確保に向けた具体的な取組状況 

現行の兵庫医療大学大学院看護学研究科では、大学

院案内パンフレットやホームページで研究科の特色や

育成する人材像等の情報を提示し学生募集の活動を実

施してきた。また、オープンキャンパス、教員による

個別相談会等においても同様に、研究科の特色や育成

する人材像等の情報を提供するとともに、相談者の個

別の相談を受けることで、相談者の疑問や迷いを軽減

し受験行動につなげることができていた。これらの広

報活動は継続して実施する。加えて、これまで行って

きた兵庫県看護協会及び大阪府看護協会などの職能団

体の研修会、学会などでの大学院の進学・本学大学院

の情報提供などの広報活動の取り組みについても継続

する。 
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している（【資料６】参照）。これら７名の前向きな志

願者含めオープンキャンパスに参加した他の７名へ継

続的にアプローチを行い、確実に入学につなげるよう

にする。 

加えて、これまで行ってきた兵庫県看護協会及び大

阪府看護協会などの職能団体の研修会、学会などでの

大学院の進学・本学大学院の情報提供などの他、以下

の広報活動の取り組みについても継続することで、安

定的な学生確保につなげていく。 

・卒業生に向けた広報活動 

本学卒業生に対し、オープンキャンパスの開催案内

メールの送信や就職先への大学院案内の送付、第４学

年次のゼミ担当教員からの大学院進学への勧め等、卒

業後も継続的なコンタクトを行いながら大学院進学へ

の興味を持たせる。 

・学部在学生に向けた広報活動 

第１学年次から第４学年次の授業等において、本学

大学院看護学研究科修士課程の紹介を行う。また、第

４学年次の研究ゼミ生と大学院生の接触の機会を設

け、大学院に対する興味を促進する。 

・学校法人兵庫医科大学内在職者への広報活動 

兵庫医科大学病院看護部全病棟、外来に大学院案内

を送付する。また、看護部への研究サポートにおいて

修士課程の紹介とともに進学を進める。 

・看護職者への広報活動 

前述の取り組みの他、近畿、四国、中国地方の病院

や本学ＢＰ受講修了生に対し大学院案内を送付する。

また、本学大学院看護学研究科修士課程修了生によ

り、自施設において大学院の紹介をしてもらうこと

で、本学大学院の魅力や大学院進学の不安の解 

消等、生の声を届ける。 

【資料６ ２０２１年度 ZOOM オープンキャンパス アン

ケート結果】 

 

② 同一法人内での取り組みと兵庫医科大学病院との連

携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、本法人内には、特定機能病院として指定され

ている医療機関であり、各関係学会の研修施設認定を
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本法人内には、特定機能病院として指定されている

医療機関であり、各関係学会の研修施設認定を受けて

いる兵庫医科大学病院を有していることから、高い専

門性と豊富な臨床経験を有する看護師が多数在籍して

いる。看護学研究科の看護実践能力と研究能力を併せ

持つ人材育成という目的を踏まえ、このような看護師

に向けた大学院進学の案内についても 

より強化する。また、専門看護師の育成は、大学病院

に勤務する看護師にとってキャリアを考える上で重要

であると思われる。現行の兵庫医療大学看護学部と兵

庫医科大学病院看護部とは兵庫医療大学開学当初から

教育・研究の両者において強い連携を構築し、これま

でその連携を強化してきた。卒前・卒後の教育連携や

臨床で看護師が抱く疑問・課題を、研究として追及す

るための研究方法に関する助言・指導を兵庫医科大学

病院の看護部教育室との連携で進めるなど、教育・研

究の両面における活動は充実している。さらに、学校

法人兵庫医科大学の看護職者が大学院へ進学しやすい

環境を整備するため、在籍したまま進学をすることが

できる進学休職制度や、５年以上の勤務実績のある教

職員に対する入学金免除の制度等の支援も行ってい

る。この大学と病院の関係性からも、社会人の大学院

への進学が継続的に見込まれ、兵庫医科大学と兵庫医

療大学が統合することでこの兵庫医科大学病院との関

係性がさらに強固となり、この進学への意識がより高

まると予測できる。 

受けている兵庫医科大学病院を有していることから、

高い専門性と豊富な臨床経験を有する看護師が多数在

籍している。看護学研究科の看護実践能力と研究能力

を併せ持つ人材育成という目的を踏まえ、このような

看護師に向けた大学院進学の案内についてもより強化

する。また、専門看護師の育成は、大学病院に勤務す

る看護師にとってキャリアを考える上で重要であると

思われる。現行の兵庫医療大学看護学部と兵庫医科大

学病院看護部とは兵庫医療大学開学当初から教育・研

究の両者において強い連携を構築し、これまでその連

携を強化してきた。卒前・卒後の教育連携や臨床で看

護師が抱く疑問・課題を、研究として追及するための

研究方法に関する助言・指導を兵庫医科大学病院の看

護部教育室との連携で進めるなど、教育・研究の両面

における活動は充実している。この大学と病院の関係

性からも、社会人の大学院進学への意向が継続的にあ

り、今後も高められると予測できる。 

10 ② 現在の兵庫医療大学大学院看護学研究科における状

況 

現行の兵庫医療大学大学院看護学研究科において

は、現職の看護師が臨床における研究能力向上を目的

として入学した学生が多く存在している。 

令和３年６月に開催した看護学研究科オープンキャ

ンパスでの参加者に対するアンケートにおいて、「大学

院を選ぶときにあなたは何を重視しますか」の問いに

対し、「仕事・その他との両立が可能な履修ができるか

どうか」の回答が９１．７％（１１名）と一番多く、

② 現在の兵庫医療大学大学院看護学研究科における状

況 

現行の兵庫医療大学大学院看護学研究科において

は、現職の看護師が臨床における研究能力向上を目的

として入学した学生が多く存在している。個々の勤務

状況などに応じて、カリキュラム及び教員の研究指導

を夜間や土日に対応するなどの取り組みを行ってき

た。兵庫医科大学大学院看護学研究科においても、社

会人学生が学びやすい環境を構築することで、より柔

軟な学生確保が期待できる。特に、今後は、社会人と
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次いで「学費」の回答が７５％（９名）であった。

（【資料６】参照）。 

これらの社会人学生のニーズに対応するべく、長期

履修制度や大学院設置基準第１４条に基づく教育方法

の特例制度の導入、法人内に勤務する看護職者への休

職制度等を整えており、個々の勤務状況などに応じ

て、カリキュラム及び教員の研究指導を夜間や土日に

対応するなどの取り組みを行ってきた。長期履修制度

については毎年３名程度の利用実績があ 

り、社会人学生のニーズに応じた制度であることが伺

える。また、学生の経済的負担軽減のために、厚生労

働省の教育訓練給付金講座への指定や、本学出身者及

び法人内教職員に対する入学金免除制度、ティーチン

グ・アシスタント制度等も導入している。 

兵庫医科大学大学院看護学研究科においても、社会

人学生が学びやすい環境を引き続き構築していくこと

で、より柔軟な学生確保が期待できる。特に、今後

は、社会人として就業と学業の両立を考慮して、オン

ライン（オンデマンド型・双方向型）などによる授業

の活用・環境づくりをより強化する。 

【資料６ ２０２１年度 ZOOM オープンキャンパス アン

ケート結果】 

して就業と学業の両立を考慮して、オンライン（オン

デマンド型・双方向型）などによる授業の活用・環境

づくりをより強化する。 

 

（新旧対照表）学生確保の見通し等を記載した書類（資料） 

新 旧 

【資料２】平成２２年進路希望調査結果 を追加 - 

【資料６】２０２１年度 ZOOMオープンキャンパスアン

ケート結果 を追加 

- 
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